


（活動を広げていくために必要なこと） 

次に、これまでそれぞれが活動に取り組んでき

た中での課題について聞いてみると、活動をして

いく中で、自分たちと同世代の若い人に出会う機

会が少ないという声が多く出されました。 

そのため続いて、これまで取り組んできた自分

たちの活動を特に同世代の若者を中心に広げてい

くために何が必要か、というテーマに絞り、意見

交換しました。 

「若い人たちが活動に参加しないのは、そうい

う活動があることを知らないからではないか」

「同世代の集まる機会やつながる場があまりな

い」「やりたいと思ってもどうしてよいのかわか

らない人が多いのではないか」というような意見

や「エコ活動やボランティア活動は、ちょっと面

倒くさいと思っている人が多い」「目立った活動

をすると周りから出しゃばりと思われるのではな

いか」などの意見が出されました。 

活動を広げていくため必要なこととしては、 

・ 活動内容やそのおもしろさをＰＲする場が必

要 

・ 参加したいと相手に思わせるようなＰＲの工

夫がいる。 

・ 地域で活動している元気な中高年の取組を引

き継いでいくためには、相手に知ってもらう機

会を与えたり、口コミでの広がりも大切。 

・ ボランティアなどをはじめるきっかけづくり、

動機付けが必要ではないか。 

・ 活動をやってみたい人と、若い人たちに協力し

てほしい地域とのマッチングのような仕組み

があればよいのではないか。 

・ 地域の中で、同じ活動をしている人たちの横の

つながりがもてるような交流会のような場を

設定してはどうか。 

などの多くの意見やアイディアが出されました。 

 また、行政に対しては、「つながる場所や、活動

をやりたいと思っている人とコミュニケーション

が取れる場所がほしい」「行政から学生や若い人

が参加できる仕事やチャンスを出してほしい」

「活動ＰＲのための情報誌などを公共機関にも置

かせてほしい」「企業や民間と市民団体がやって

いることにももっと行政が係わってほしい」など

の要望が出されました。 

 

知事から皆さんへのメッセージ 

学生から最後に、「鈴木知事からみた三重県の

若者のいいところと悪いところは何か」という質

問が出され、知事からは、「三重県の若い人のいい

ところは、まじめなところ。まじめであることは

めちゃめちゃかっこいいし、とても素晴らしいと

思う。逆にもう少しと思うところは、もっと羽目

を外してもいいんじゃないかと思う。人に迷惑を

かけてはだめだけど、若いうちは、自分がやりた

いことに対して、もっとめちゃくちゃにやってみ

てもいいんじゃないかと思う」というコメントが

ありました。 

知事から最後に、参加者へのお礼とともに、「一

人でも多くの三重県の若い人たちが、誰かの役に

立てて、喜んでもらって、幸せだなと感じるそう

いう機会をたくさんつくっていきたいし、みんな

の活動を広げる手助けをやっていきたい」という

コメントがありました。 

 


